
令和６年７月１９日 

都立江東特別支援学校長 

松井 栄人 

                                          （文責：小野洋介） 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江東進路便り NO.２ 

  今年は、例年以上の梅雨の時期の蒸し暑さと猛暑が続き、体力的にも体調的にも厳しい毎日が

続いています。保護者の皆様におかれましては、この 1 学期の間、本校の進路活動に御理解御

協力いただきましてありがとうございます。おかげさまで、学校生活や現場実習などの機会を通

して、生徒がステップアップしていく姿が見られ、とても頼もしく感じています。これから夏休

みが始まりますが、2学期もさらなる成長を遂げられるよう、生活リズムを整えながら、心身共

に健やかに過ごしていきましょう。 

 

１年生は、大きな進路学習はまだありませんが、３年後の卒業に向けての学習は、始まってい

ます。「職業」の授業では、全てのグループで、挨拶練習に取り組んでいます。長い夏休みに入

りますが、御家庭の中でも、挨拶をするような習慣ができると良いと思います。また、食器洗い

や風呂掃除、洗濯ものたたみなど、少しでもお手伝いをして、誰かの役に立つこと、「ありがと

う」と言われることの働く基本を少しでも多く経験して欲しいと思います。 

保護者の皆様には事業所見学への御希望をいただいております。２学期も、見学希望は受け付け

ますので、御希望の際は、連絡帳を通して御連絡ください。進路説明会につきましては１０月を予

定しております。２学期も進路活動に御理解・御協力よろしくお願いいたします。（文責：佐々木） 

 

 

 ６月から７月にかけてインターンシップを実施しました。初めての場所で、初めて会う人達と

活動や仕事をするため、不安と緊張でいっぱいの人もいたようです。学校に戻ると「緊張し

た！」「疲れた～」という率直な声や「できました！がんばりました！」という誇らしい感想を

聞くことができました。保護者の皆様には、事業所への送りや日誌（しおり）の御記入、休日を

利用しての通勤練習などたくさんの御協力をいただき、本当にありがとうございました。現場実

習に向けて、良い経験を積むことができました。 

いよいよ２学期から現場実習が始まります。９月１３日の進路説明会で詳細はお伝えいたしま

すが、引き続き御支援御協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。（文責：松井） 

 今学期も現場実習に御理解・御協力いただきましてありがとうございました。実習において

は、事前面談、通勤練習、日誌の記入、送り出し、見学、振返り、実習後面談と数多くの場面で

御協力いただきました。おかげで全員の生徒が無事に実習を終えることができました。３年生と

なり、実習も２回目、３回目となることで、生徒自身も実習に対する心構えができてきたように

感じております。初日はなかなか現場に馴染めなかった生徒も次第に環境に慣れ、お仕事に取り

組む様子がみられました。また、前回の実習で課題であった点を目標に掲げ、意識して頑張るこ

とで評価してもらい、喜ぶ様子も見られました。 

今年の夏休みは人生最後の夏休みとなります。実習後面談で課題となった点を、是非夏休みの

家事や手伝いを活用し、改善していきましょう。挨拶、報告、相談、役割、時間を守るなど目標

をたてて、有意義な夏休みを過ごしてください。              （文責：山藤） 



 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の就職活動としての現場実習が本格的にスタートし、それぞれの希望を踏まえて実習を進めてきました。就

職を目指したい会社を絞って実習を行う生徒、複数の会社で実習を行う生徒、新規の会社で実習に挑戦する生徒な

ど、生徒の状況に合わせて実習を進めてきました。しかし、このあと採用選考に臨んでいくにあたり、就職を目指し

たい会社を 1 社に絞らなければいけません。（高校生の採用選考ルールは 1 社ずつ） 

7 月後半の進路面談では、実習評価をもとに今後の進路選択について考え、出した結論や方向性を、生徒自身の言

葉で伝えてもらいます。その上で、残りの期間で取り組まなければならないことに向き合ってもらいたいと思ってい

ます。 

今後の流れとしては、希望が絞れている生徒は求人票の依頼→応募→採用選考の実施→内定の可否となりますが、

秋以降に再度実習で確かめる生徒や新たな会社に挑戦する生徒は、就職決定までの時期がもう少し後になったりと、

進路決定までの進み方が個別になっていきます。進み方はそれぞれになりますが、生徒全員が最終的な自分の進路実

現まで、努力をし続けていって欲しいと思います。                      （文責：伊藤） 

【普通科】 

１年 ・進路保護者会 ・進路希望調査 ・職場見学 

２年 ・進路説明会（９月１３日（金）） ・現場実習 

３年 ・現場実習 ・採用選考（９月１６日以降） 

【職能開発科】 

１年 ・企業と連携した実習（職場見学）・就業体験 

２年 ・現場実習 

３年 ・求職登録（７月２５日） ・採用選考（９月１６日以降） ・現場実習 ・就労支援機関連絡会 

 

 2 年生は、1年生での就業体験の経験を踏まえ、初めての現場実習をおこないました。現場実習に出てみると、日数

が増えただけではなく、通勤時間や乗り換え、会社の雰囲気、仕事内容、先輩社員やお客様との関わりなど、初めて経

験することも多く、成長につながったのではないかと思います。保護者の皆様、御協力ありがとうございました。 

いよいよ 9 月から「就職活動のための現場実習」が始まります。2026 年 4 月の採用を検討している会社（将来働

く可能性のある会社）での実習となるため、就職活動のための現場実習と呼んでおります。現在、どの職域で就職活動

を行うかのアンケートをとっており、夏季休業初旬に実施する進路面談において、希望の職域を決定していきます。 

さらに面談では、実習先からの評価と自己評価をもとに自分の強みと課題を整理します。学年の課題として多かったも

のを挙げると、「健康管理」、「挨拶・返事」、「規則正しい生活（遅刻、欠勤）」、「公共交通機関の利用」などで

した。夏季休業中も目標をもってできることを増やし、課題改善に取り組んで欲しいと思います。今後の就労や自立と

いうそれぞれの目標に向けて取り組みを進めていきましょう。                  （文責：荻野） 

 1 年生は企業と連携した実習がスタートし、物流・

事務・飲食厨房・清掃を見学してきました。会社の

方々が「求める人材」について話をしてくださり、全

ての会社において、「挨拶、返事、報告・連絡・相談

などのコミュニケーション」、「素直で真面目な人が

ら」、「指示やアドバイスを理解し、受け入ることが

できる力」などが挙げられていました。ぜひ普段の生

活から意識して欲しいと思っています。 

今後は企業と連携した実習が終わったところで（9

月下旬ごろ）、１１月の就業体験に向けたアンケート

を実施する予定です。そのため、企業と連携した実習

や職業に関する専門教科などを振り返り、職域の選択

をどうするか考えていきましょう。ぜひ夏休みを活用

し、生徒の相談に乗ってもらえると有り難いです。 

引き続き、御協力をお願いいたします。 

※ 小売につきましては、9 月に実施予定となってお

ります。             （文責：藤嶋） 


